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１． 研究計画の概要 

本邦とアジア圏＜東アジア-韓国,中国と西アジア-

ネパール,イラン＞5カ国及び米国での閉経後女性

の健康長寿の可能性を,HRT、メタボリック症候群や

各生活習慣病(高脂血症、糖尿病等)、ADL障害や認

知症の頻度、病態認識、社会背景を含め明らかにし

海外コホート調査として発展させ7年間の成績を得

る。対象に長寿者を加え例数、調査項目を倍加しア

ジアを代表する女性の健康長寿調査拠点を確立す

る。遺伝素因が近似する東アジア３カ国に加え, 民

族背景を加味した西アジア２ヶ国と米国で年齢を

一致させ検討する。各国で百寿者を多数輩出する長

寿地区（中国：成都近郊とチベット、韓国：慶州近

郊、ネパール：ヒマラヤ山麓等）にフィールドを広

げる。❶肥満度,血圧,空腹時血液脂質値,血糖値、

HbA1C,肝腎機能,血圧等の基礎指標値,各種ホルモ

ン血中濃度❷合併症,家族歴、❸ADL等のCGA(高齢者

総合機能評価)、❹HRTへの期待項目という前 

回調査項目に加え、❺腹囲測定を追加しメタボリッ

ク症候群発症率(診断基準は各国別とWHO,日本の３

法併用)、❻患者意識, ❼食事、運動量、❽医療費、

❾living will(終末期を含む医療希望)調査を行う。

則ち本邦高齢女性の生活習慣病、メタボリック症候

群の診断治療法も考慮した民族ベースの海外医療

調査を行う。前回得た血液凝固因子(V,VII)、凝固

線溶遺伝子(PAI-1等)に加え、メタボリック症候群

関連(インスリン抵抗性、糖代謝、脂質代謝関連)

遺伝子、血管内皮機能関連遺伝子、長寿遺伝子等、

10倍の約100種を検討し詳細に解析する。薬剤反応

性も考えにエストロゲン受容体α,β変異,チトク

ロームP450等,薬物代謝酵素系SNPも含む。糖尿病、

メタボリック症候群関連の各国生活環境の差も明

らかにし,本邦の治療の先行指標を得る。 

２．研究の進捗状況 

従前の基盤 B 海外学術調査(04-06 年)を発展さ
せ東アジア３ヶ国(日本、韓国、中国)を中心に
アジア各国での高齢女性の生活習慣病(含メタ
ボリック症候群)、動脈硬化性疾患(虚血性心疾
患,脳血管障害),認知症等、検査成績、治療状況、
食生活、病識、遺伝子変異をフィールド調査し、
健康長寿を目指すコホート研究である。ジェン
ダーに基づく調査拠点の各国への基盤整備も目
標とする。今年度は、韓国動脈硬化学会に招聘
講演を依頼され訪韓し、一昨年度共同研究協定
を結んだ、韓国 Samusung 大学産婦人科 Byoon

主任教授とGachon大学循環器内科Koh教授ら
に調査成績を報告して頂き今後の方針を検討し
た。中国四川医科大学老年病科Dong主任教授、
（代理Ding准教授）に本邦を訪問頂く予定であ
ったが秋以降の日中関係もあり見送り、e-mail

等を含む書簡，電話連絡にて共同研究を進めた。
調査項目❶肥満度,血圧,空腹時血液脂質値,血糖
値、HbA1C,肝腎機能,血圧等の基礎指標値,各種
ホルモン血中濃度❷合併症,家族歴、❸basic 及
び instrumental ADL等のCGA(高齢者総合機
能評価)、❹HRT への期待項目の前回調査項目
に加え、❺腹囲測定を追加, メタボリック症候
群発症率(診断基準は各国別と WHO,日本の３
法併用)、❻患者意識, ❼食事, 運動量, ❽医療
費、❾ living will(終末期を含む医療希望)を調査
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している。中国約500名、韓国約300名の昨年
来の継続調査結果が報告された。興味ある結果
として本邦と韓国の遺伝子変異(SNP)分布は血
管機能、凝固系にて極めて相同していたが、韓
国女性は調査対象の半数以上にホルモン補充療
法が施行され、一酸化窒素、エストロゲン受容
体、プロトロンビン因子活性も加え心不全マー
カーのBNP値にもSNPの影響が従前の欧米の
報告と異なり顕在化していた。今年度は中国に
おいても遺伝子解析が進み骨粗鬆症等，病態と
の関連が示唆されたが、その遺伝子変異型には
本邦，韓国とはわずかだが相違を認めた。あわ
せて三カ国で telomere 長調査を始める等、後
期高齢者での検討も順調に進み、高齢者臨床へ
の応用が期待される。 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している 

今年度は尖閣列島事件等で、相互訪問の回数が減
少したが、研究そのものはほぼ順調に進んでおり、
最終年度に業績をもまとめたい。 

４．今後の研究の推進方策 
日中韓とも来るべき少子高齢社会にはそれなりの
危機意識をもって、個人レベルから政府レベルま
で対策が強化されつつ有る所である。こういった
社会情勢もふまえ、民族系等が近く、薬物反応性
等に共通性の高い三カ国間の更なる共同研究体制
がすすめば、医療面、健康保持面で寄する所は大
きいと考える。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者には下
線） 
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